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（ユネスコ学習権宣言）学習権とは、読み書きの権利であり、問い続け、深く考える権利であり、

「
お
い
し
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
。
こ
の
講
座
の
受
講
案
内
に
あ

っ
た
こ
の
一
文
に
、
私
は
は
っ
き
り
と

答
え
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
。
人
一

倍
食
い
意
地
が
張
っ
て
い
る
私
が
日
々

あ
た
り
ま
え
に
口
に
す
る「
お
い
し
い
」

に
つ
い
て
、
考
え
て
み
た
い
と
思
っ
た
。

講
座
で
出
た
話
題
は
、
食
の
歴
史
、

地
理
、
文
化
、
芸
術
、
政
治
な
ど
多
岐

に
わ
た
り
、
そ
の
情
報
量
に
圧
倒
さ
れ

た
。
思
っ
て
い
た
よ
り
も
単
純
な
話
で

今
年
７
月
に
公
民
館
で
実
施
し
た
食
文
化
講
座
で
は
、講
師
の
小お

山や
ま

伸
二
さ
ん（
辻

調
理
師
専
門
学
校
、
書し

ょ
肆し

梓あ
ず
さ

）
に
、「
お
い
し
い
」
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
過
去

か
ら
現
在
ま
で
の
食
の
歴
史
、
日
本
列
島
の
地
理
的
条
件
と
食
文
化
の
特
性
な
ど
に

わ
た
り
、
食
文
化
に
ま
つ
わ
る
総
論
的
な
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

は
な
か
っ
た
が
、
こ
の
講
座
参
加
者
の

声
を
読
ん
で
く
だ
さ
る
方
と
そ
の
ご
く

一
部
を
共
有
し
た
い
。

「
お
い
し
い
」
は
二
つ
の
領
域
の
組

み
合
わ
せ
か
ら
な
る
感
覚
だ
そ
う
だ
。

一
つ
は
、
そ
こ
に
あ
る
食
べ
物
そ
の
も

の
。
も
う
一
つ
が
、
こ
れ
が
大
事
な
の

だ
が
、
そ
れ
を
食
べ
る
人
で
あ
る
自
分

自
身
（
食
事
体
験
や
心
理
状
態
、
思
い

出
、
文
化
な
ど
）。
そ
も
そ
も
「
お
い

し
い
味
」
と
い
う
も
の
は
存
在
せ
ず
、

「
お
い
し
い
」
が
自
分
自
身
に
よ
る
と

こ
ろ
が
大
き
い
と
い
う
の
は
、
言
わ
れ

て
み
れ
ば
当
然
だ
が
、「
確
か
に
！
」

と
膝
を
打
っ
た
。

「
お
い
し
い
」
に
つ
い
て
考
え
る
時

に
参
考
に
な
る
の
が
、
フ
ラ
ン
ス
で
始

ま
っ
た「
味
覚
教
育
」だ
。
こ
れ
は「
正

し
い
・
本
物
と
さ
れ
る
味
」
を
教
え
る

も
の
で
は
な
い
。
食
べ
物
を
食
べ
た
人

が
、
五
感
を
総
動
員
し
て
食
べ
物
か
ら

受
け
る
印
象
を
感
じ
取
り
、
考
え
、
表

現
し
て
他
者
に
伝
え
る
術
を
身
に
つ
け

る
と
い
う
も
の
だ
。
食
べ
た
本
人
が
感

じ
取
っ
た
「
極
め
て
主
観
的
な
こ
と
」

を
、
他
者
に
伝
え
る
こ
と
、
ま
た
、
他

者
の
そ
れ
を
自
分
も
傾
聴
す
る
こ
と
を

通
し
て
、人
は
食
べ
物
を
能
動
的
に「
味

わ
う
」
力
を
獲
得
す
る
。

食
べ
物
が
自
分
の
口
に
入
る
ま
で
に
、

ど
ん
な
人
が
関
わ
っ
て
く
れ
た
の
か
。

ど
ん
な
土
地
か
ら
や
っ
て
き
た
の
か
。

そ
の
調
理
法
は
ど
ん
な
ふ
う
に
生
ま
れ

た
の
か
。
ど
ん
な
場
所
で
、
ど
ん
な
時

に
、ど
ん
な
状
況
で
食
べ
た
の
か
。「
お

い
し
い
」
を
成
立
さ
せ
て
い
る
多
く
の

要
素
を
感
じ
な
が
ら
、
世
界
と
の
つ
な

が
り
を
感
じ
な
が
ら
食
べ
物
を
味
わ
っ

て
生
き
る
と
い
う
の
は
、
と
て
も
豊
か

な
こ
と
だ
と
思
う
。

ち
な
み
に
私
が
人
生
で
最
も
お
い
し

い
と
思
っ
た
の
は
、
祖
母
の
作
っ
た
お

に
ぎ
り
だ
。
大
学
進
学
で
宮
城
の
田
舎

か
ら
上
京
す
る
日
に
、
祖
母
が
持
た
せ

て
く
れ
た
お
に
ぎ
り
は
ア
ル
ミ
ホ
イ
ル

に
包
ま
れ
て
、
大
ぶ
り
で
ズ
シ
ッ
と
重

く
、
具
は
私
が
好
き
な
塩
っ
け
の
強
い

筋
子
。
新
幹
線
車
内
で
お
い
し
い
お
い

し
い
と
言
っ
て
食
べ
た
あ
の
味
は
、
忘

れ
ら
れ
な
い
。

�

（
２
０
２
３
年
７
月
１５
日
開
催
）

あ
な
た
は
何
を
「
お
い
し
い
」
と
感
じ
ま
す
か
？

―
〈
食
文
化
講
座
「
食
か
ら
世
界
を
考
え
る
」
を
受
講
し
て
〉
―

佐
藤
　
浩ひ

ろ

貴き

講座参加者の声講座参加者の声
国立市公民館では年間を通してさまざまな主催講座を行っています。国立市公民館では年間を通してさまざまな主催講座を行っています。
今年６～７月に実施された講座に参加された方々に、感想を寄せていただき今年６～７月に実施された講座に参加された方々に、感想を寄せていただき
ました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。ました。講座の雰囲気を味わっていただければと思います。

講師の小山伸二さん

「『おいしい』とは食べ物そのものだけの話ではない」
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あらゆる教育の手だてを得る権利であり、個人的・集団的力量を発達させる権利である。

今
回
の
寺
沢
さ
ん
に
よ
る
講
座
は
、

「
し
ょ
う
が
い
」
と
は
何
な
の
か
、
残

さ
れ
て
き
た
文
化
表
現
の
中
か
ら
は
、

何
が
わ
か
る
の
か
、
そ
の
イ
メ
ー
ジ
や

考
え
を
深
め
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

第
１
回
の
寺
沢
さ
ん
の
お
話
で
は
、

文
学
や
映
画
の
中
の
し
ょ
う
が
い
を
持

っ
た
登
場
人
物
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
り

私
は
現
在
、
大
学
２
年
生
で
す
。
大

学
で
は
、
古
典
な
ど
の
文
学
に
加
え
て
、

特
別
支
援
教
育
を
学
ん
で
い
ま
す
。
今

回
の
講
座
は
、
私
が
普
段
学
ん
で
い
る

こ
と
が
合
わ
さ
っ
た
内
容
で
し
た
の
で
、

参
加
し
て
み
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

公
民
館
で
は
、
学
び
を
と
お
し
た
大
学
と
地
域
の
交
流
を
目
的
と
し
て
一
橋
大
学

大
学
院
言
語
社
会
研
究
科
の
院
生
を
講
師
に
し
た
講
座
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
ま

す
。
今
年
度
６
・
７
月
に
公
民
館
で
実
施
し
た
「
院
生
講
座
」
で
は
、
寺
沢
恕ひ

ろ
さ
ん

（
一
橋
大
学
大
学
院
生
）
に
お
話
い
た
だ
き
、
文
学
や
映
画
に
お
け
る
し
ょ
う
が
い

に
関
す
る
描
写
を
多
様
な
視
点
か
ら
読
み
解
き
、
作
品
に
登
場
す
る
し
ょ
う
が
い
描

写
が
人
々
や
社
会
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
形
式
で
共
に
考
え

ま
し
た
。

ま
し
た
。
自
分
の
想
像
す
る
よ
り
も
多

く
の
作
品
が
あ
っ
た
の
だ
と
驚
く
と
共

に
、
身
近
に
あ
る
作
品
の
中
に
も
、
様

々
に
視
野
を
広
げ
て
触
れ
る
こ
と
が
で

き
た
な
ら
、
多
く
の
学
ぶ
こ
と
が
あ
る

の
だ
と
気
が
付
き
ま
し
た
。
ま
た
、
寺

沢
さ
ん
は
「
医
療
モ
デ
ル
」
や
「
社
会

モ
デ
ル
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
、「
し

ょ
う
が
い
」
の
濃
淡
が
変
わ
り
得
る
の

だ
と
教
え
て
く
だ
さ
り
ま
し
た
。「
し

ょ
う
が
い
」
が
、
社
会
の
側
に
あ
る
の

だ
と
考
え
、
行
動
に
移
す
こ
と
が
大
切

だ
と
知
り
ま
し
た
。
例
え
ば
、
学
校
で

手
話
や
点
字
の
教
育
が
行
わ
れ
、
そ
れ

ら
が
ひ
と
つ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

手
段
と
し
て
、
当
た
り
前
に
存
在
す
る

よ
う
に
な
れ
ば
い
い
と
考
え
ま
し
た
。

私
た
ち
は
、
実
際
に
当
事
者
に
な
れ
な

い
と
は
い
え
ど
、
想
像
力
を
最
大
限
に

働
か
せ
て
、「
し
ょ
う
が
い
」
を
限
り

な
く
淡
く
す
る
努
力
を
し
な
く
て
は
な

ら
な
い
と
思
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
独
り

よ
が
り
に
な
っ
て
し
ま
わ
な
い
よ
う
に
、

文
化
の
中
の
「
し
ょ
う
が
い
」
か
ら
重

ね
ら
れ
た
歴
史
を
鑑
み
て
、
現
代
社
会

と
照
ら
し
合
わ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
る

の
だ
と
思
わ
さ
れ
ま
し
た
。

第
２
回
の
『
街
へ
ゆ
く
電
車
』（
山

本
周
五
郎
『
季
節
の
な
い
街
』
よ
り
）

と
い
う
作
品
に
つ
い
て
、
意
見
交
換
す

る
場
で
は
、
大
学
の
講
義
で
の
話
し
合

い
の
場
よ
り
も
、
多
く
の
意
見
が
出
た

と
思
い
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
世
代
の
方

や
、
実
際
に
足
に
し
ょ
う
が
い
が
あ
る

方
な
ど
が
い
ら
っ
し
ゃ
っ
て
、
普
段
は

お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く
機
会
の
な
い

方
々
の
ご
意
見
を
伺
う
こ
と
が
で
き
、

大
変
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
機
会
を
設
け
て
く
だ
さ

り
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
２
０
２
３
年
６
月
１８
日
・
７
月
２

日
開
催
）

「
し
ょ
う
が
い
」
を
考
え
る

―�

〈
一
橋
大
学
・
院
生
講
座
「
文
化
の
な
か
の
『
し
ょ
う
が
い
』

―
既
存
の
イ
メ
ー
ジ
を
超
え
て
―
」
を
受
講
し
て
〉
―田

中
　
陽ひ

海な

「しょうがいのイメージは様々な形で作品に現れる」

講師の寺沢恕
ひろ

さん

「しょうがいのイメージは健常者目線に限るのか？」など鋭い質
問が多くでました（右はコーディネーターの井上間

ま

従
ゆ

文
も

さん）

『街へゆく電車』でのしょうがいの描かれ方について、
参加者同士で意見を交換しました

11月９日（木）夜　ブッククラブ

� 今村夏子　『むらさきのスカートの女』

1２日（日）朝　親子で遊ぼう・考えよう

� 「１コマアニメーション映像を撮ろう」

1４日（火）朝～　女性講座「女性のためのメンタルケア」

1５日（水）昼　人権講座　ドキュメンタリー映画

『ある精肉店のはなし』上映会と�

店主・北出新司さんのおはなし

２９日（水）夜　図書室のつどい

� 「ファッションを彩る革製品の“裏側”」

1２月1６日（土）昼　多文化共生事業

� 「アイヌ民族の世界観と暮らし」

今月の公民館（11月～1２月）

　講座の開催状況などに変更があった場合
は、公民館入り口付近への掲示や、ホーム
ページでお知らせします。ご不明の点はお
問合せください。

公民館の状況▲
公民館　☎（５７２）５１４１



(3) 第 号 く に た ち 公 民 館 だ よ り 年（令和 年）765 2023 11　月　日5115

学習権とは想像し、創造する権利であり、自分自身の世界を読み取り、歴史をつづる権利であり、

１１月１０日（金）～１２月１０日（日）は、「くにたち人権月
間２０２３」です。今年も国立市の関係課や多数の市民団
体が参画して、多彩なイベントや講座が集中的に開催され
ます（詳細は１０月２０日号「市報くにたち」参照ください）。
公民館でも毎年、このくにたち人権月間に参画して、人権
をテーマにした映画会や講座などを開催しています。
とはいえ、「人権」というテーマは、公民館にとっては
かねてより常に取り組んできた普遍的なテーマでもありま
す。人権月間に限らず、年間を通じて「人権」に関わるテ
ーマを幅広く扱い、市民が学ぶ場づくりを継続して追究し
てきた歴史があります。
たとえば、今号の「講座参加者の声」で紹介された一橋
大学大学院言語社会研究科と連携して行っている「院生講
座」でも、優生思想や水俣病をテーマに、文化やメディア
の観点から市民と学びあう連続講座を開催したことがあり
ます。今年度は、映画や文学における「しょうがい」の描

かれ方をもとに、文化表現の中に現れる差別意識やしょう
がいに対するまなざしを問う論点が議論されました。
このようにふり返ると、むしろ「人権」というテーマを
掲げていなくても、「人権」の視点がすべての講座や学習
活動に貫ぬかれていくことが公民館のミッションともいえ
るのかもしれません。イベントや講座のテーマに「人権」
と掲げてしまうことで、もともと「人権」に関心を持つ人
しか参加しなくなってしまうこともありえます。
そのように考えれば、テーマに掲げたときも掲げていな
いときも、私たちの依って立つべき足場には「人権」とい
う視点を常に意識して、公民館の事業づくりや市民の学習
支援、ひいては行政すべての仕事を進めていくことが求め
られているといえます。「くにたち人権月間２０２３」を
機にこのことを再確認しながら、改めて「人権」について
市民のみなさんと学びあいたいと思います。（Ｋ・Ｉ）

講師　本田　優子（札幌大学）

アイヌ文化研究のため、アイヌ文化の伝承者・萱
かや

野
の

茂さ
んを頼って北海道平

びら

取
とり

町
ちょう

二
に

風
ぶ

谷
たに

にやってきた本田さん。１
年間の滞在のはずが、アイヌ語辞典編纂作業や子ども達へ
のアイヌ語塾の先生をしながら、アイヌ文化が暮らしの中
に息づく二風谷で過ごす中で、多様なアイヌの世界観に触
れ、二風谷永住を決意しました。
アイヌの教えでは、例えば、本田さんの子どもが部屋で
走り回って物にぶつかり泣いていたら、「泣くのではなく
て、その物の神様も痛がっているからそちらをなでてあげ
なさい」と言われたそうです。後に本田さんは、ぶつかっ
たときは自分だけでなく相手も痛いということを教えられ
たことに気がついたと言います。
研究を超えて一人の隣人として二風谷で暮らした本田さ
んから、アイヌ文化の世界観や知恵、関わってきた友人や
教え子達の思いに触れたことなど、これまで感じてきたこ
とについてお話いただきます。

〈本田さんのプロフィール〉
１９５７年金沢市生まれ。北海道大学卒業後、二風谷に移り
住む。専門分野は、アイヌ文化、アイヌ史、アイヌ語。著
書・著作に、『伝承から探るアイヌの歴史』編（札幌大学
附属総合研究所）、『アイヌのクマ送りの世界』共編著（同
成社）、『二つの風の谷―アイヌコタンでの日々―』（筑摩
書房）ほか。

と　き　１２月１６日（土）昼２時～４時
ところ　公民館　地下ホール　定　員　６０名（申込先着順）
申込先　１１月8日（水）朝９時～　☎（５７２）５１４１

お話　西村　祐子（駒澤大学）

流行の最先端をゆく高級バッグから一点モノの財布ま
で、革製品はファッションを彩る必需品です。他方、皮を
なめす作業はケガレと見なされ、一般市民から忌避されて
きた歴史もあり、皮革という素材は高級さと宗教的なタブ
ー、忌避感などが同居しています。
今回は講師の西村さんのお話から、最先端のファッショ

ンや私たちの消費文化を通じて、皮革文化に関わる差別の
歴史や自然破壊、動物愛護、大量廃棄といった倫理的な問
題について考えたいと思います。

〈西村さんの本〉
『皮革とブランド―変化するファッション倫理―』（岩波
新書）、『革をつくる人びと―被差別部落、客家、ムスリ
ム、ユダヤ人たちと「革の道」』（解放出版社）ほか。

と　き　１１月２９日（水）夜７時～９時
ところ　公民館　３階講座室
定　員　会場受講：３０名、オンライン受講：３０名
	 ※いずれも申込先着順
申込先　１１月７日（火）朝９時～２６日（日）夕５時
	 公民館☎（５７２）５１４１

	 電話、または右ＱＲコードより
	 お申し込みください。

※	オンライン受講の方法は前日までにメールでご案内しま
す。当日、参加者側の環境による接続や音声の不備につい
ての問合せには対応できませんので、予めご了承ください。

〈多文化共生事業〉

アイヌ民族の世界観と暮らし

〈くにたち人権月間２０２３・図書室のつどい〉

ファッションを彩る革製品の“裏側”
「革づくり」の仕事と「ファッション倫理」の変容

オンライン
受講可能

〈公民館職員不定期コラム〉
� 「公民館の窓」「人権月間２０２３」に寄せて
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講　師　佐藤　泉（青山学院大学・日本近代文学）

と　き　１１月９日（木）夜７時半～９時半
ところ　公民館　地下ホール
定　員　３０名（申込先着順）
申込先　公民館☎（５７２）５１４１
＊	この講座はあらかじめ作品を読んできて、参加者が「読
み」を出しあいます。そのあと講師のお話を聞きます。

https://www.city.kunitachi.tokyo.jp/kouminkan/

〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉〈くにたちブッククラブ　記憶の欠片をひろい集めて〉

今村夏子『むらさきのスカートの女』今村夏子『むらさきのスカートの女』
（朝日文庫）（朝日文庫）

過去の公民館だよりをご覧
になりたい方は、『くにたち
デジタルブック』もご活用く
ださい。

▶
く
に
た
ち
デ

ジ
タ
ル
ブ
ッ
ク

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド

国立市デジタルライブラリー

くにたち
デジタルブック

ー１月分（ロビー２月分）
　会場調整会のお知らせー

申込書のポスト投入期間 １１月４日（土）～２３日（木）

公用使用の貼り出し １１月１０日（金）頃

予約の重なりのあった
団体の掲示開始日
（国立市HPにも掲載）

１１月２５日（土）

会場調整会 １２月２日（土）朝１０時～

▶重なり状況

・	予約の重なりのある、なしに関わらず、電話による
連絡はいたしません。（ご不明な点は、公民館へお
問い合わせください。）

・	会場調整会へは、予約の重なりのあった団体が、第１
希望の会場がとれなかった場合の別の候補日も想定
して、活動日を決定できる方１名がご参加ください。

　公民館☎（５７２）５１４１

会場調整会は朝１０時
までに受付を済ませ
てください。

子育て中であっても、一人の大人として仲間と学びあ
い、公民館で継続的に活動する時間を保障するため、公民
館では保育室を設置しています。公民館保育室では、乳幼
児をもつ保護者の学びを支えることと共に、子どもにとっ
ても育ちの時間となるよう、保育者と子どもとの関係づく
りを大事にしています。限られた設備・体制のなかで、保
育者・子どもとも、同じ曜日に同じメンバーで継続して通
うことで、子どもと保育者との信頼関係を醸成し、子ども
の豊かな社会生活、成長の場となることを目指して保育室
を運営しています。
公民館で活動している市民グループに継続的に参加する
場合に限り、活動時間中に公民館保育室で保育を行いま
す。来年度（２０２４年４月～）保育を希望するグループ、考
えているグループは１月末までに公民館へご相談くださ
い。

〈開室時間〉
火曜日～金曜日　午前１０時～１２時
　　　　　　　　午後２時～４時
土曜日　　　　　午前１０時～１２時

〈要　件〉
国立市内在住の学齢前の子ども。毎週火曜日、毎週
水曜日というように定期的に通えること。
＊詳細は公民館へお問い合わせください。
公民館☎（５７２）５１４１

来年度、保育を希望するグループは
� お知らせください

 

 公民館の緑化絵日記公民館の緑化絵日記

公民館にお越しの際
は、季節の変化をお楽
しみください。

今年もみかんが実を
つけたり、キバナコス
モスの花がきれいに咲
きました。

▲キバナコスモス

▲みかん

13988
スタンプ
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公民館からのお知らせは、ホームページにも掲載しています。

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

公
民
館
運
営
審
議
会
報
告

１０
月
１０
日
（
火
）
第
３４
期
第
１２
回
定

例
会
を
開
催
。
委
員
１４
名
、
館
長
・
職

員
３
名
出
席
。
傍
聴
人
３
名
。

前
回
議
事
録
確
認

議
事
録
の
修
正
あ
り
。
今
後
、
修
正

前
議
事
録
は
当
日
配
布
せ
ず
、
事
前
の

メ
ー
ル
送
付
の
み
と
し
、
修
正
後
定
例

会
で
配
布
の
方
向
へ
変
更
。

報
告
事
項

○
公
民
館
だ
よ
り
編
集
研
究
委
員
会
、

社
会
教
育
委
員
の
会
、
東
京
都
公
民
館

連
絡
協
議
会
、
社
会
教
育
学
習
会
の
報

告
。
１０
月
１４
日
（
土
）
開
催
の
東
京
都

公
民
館
連
絡
協
議
会
委
員
部
会
研
修
の

最
終
案
内
と
参
加
予
定
者
確
認
。

審
議
事
項

○
人
事
要
望
案
に
つ
い
て

正
・
副
委
員
長
提
案
の
要
望
案
に
つ

い
て
意
見
交
換
。
従
来
の
要
望
案
に
加

え
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
講
座
等
に
対
応
す

る
職
員
に
関
す
る
要
望
の
要
否
に
つ
い

て
協
議
。

○
諮
問
「
公
民
館
の
運
営
や
事
業
に

「
市
民
の
声
」
を
活
か
し
て
い
く
た
め

の
方
法
や
工
夫
に
つ
い
て
」

前
回
定
例
会
の
意
見
を
も
と
に
諮
問

の
背
景
、
理
由
等
を
館
長
か
ら
再
度
説

明
。
ま
た
、
委
員
に
よ
る
諮
問
へ
の
意

見
ア
イ
デ
ア
を
分
類
整
理
し
た
も
の
を

委
員
長
等
か
ら
説
明
。「
市
民
の
声
」

の
市
民
と
は
誰
か
、
公
民
館
未
利
用
者

や
学
び
を
必
要
と
す
る
市
民
、
そ
の
課

題
等
に
つ
い
て
意
見
交
換
、
継
続
審
議

に
。

そ
の
他

１１
月
２０
日
（
月
）
実
施
の
公
民
館
職

員
研
修
で
矢
川
プ
ラ
ス
を
見
学
予
定
。

希
望
す
る
委
員
は
参
加
可
能
。

○
次
回
定
例
会
は
１１
月
１４
日
（
火
）
夜

７
時
１５
分
か
ら
講
座
室
。
傍
聴
歓
迎
。	

	

（
幸
島
）

Ｑ１．�公民館運営審議会（以下、公運審と表記）の役割は
なんですか？

Ａ．	●公民館は、市民主体の学び、相互に学びあう活動を
奨励・支援する社会教育施設です。ゆえに公民館は、
そこで学ぶ当事者や多様な市民の意向を適切に反映し
て運営することが求められています。

　　	●公民館では各地域の実情に応じて、その地域の課題
や住民の学習ニーズを公民館運営に活かすため、公運
審を設置して市民を代表する委員と公民館長・職員が
定期的に議論する場を設けています。

Ｑ２．�国立市の公運審の委員は、どんな人たちによって構
成されていますか？

Ａ．�●国立市の公運審は１５名の委員が、２年間の任期で委
嘱されています（最大３期まで継続可）。１５名のう
ち、１１名が公民館で活動するサークルや市民活動団体
などからの推薦、２名が学識経験者、残り２名が学校
教育関係者や家庭教育関係者の立場で推薦された方に
よって構成されています。

　　	●委員１５名は、毎月第二火曜日夜７時１５分から開催す
る定例会のほか、正副委員長などいくつかの会務を分
担し、時には別途会合なども持ちながら、公民館の運営
や事業について積極的な審議活動を推進しています。

Ｑ３．現在の公運審は、どんな活動をしているのですか？
Ａ．�●公民館を規定する「社会教育法」の第二十九条の２

では、公運審は「館長の諮問に応じ、公民館における
各種の事業の企画実施につき調査審議する」とされて
います。

１０月１７日（火）より第６８回くにたち市民文化祭が開催中
です。１１月も個性豊かな催しが数多く企画されていますの
で、ぜひお越しください。

文化祭パンフレットは市内各施設での
配布のほか、右ＱＲコードからもダウン
ロードできます。

　　	●現在の第３４期の公運審は、２０２２年１１月に任期がスタ
ートし、２０２３年６月に館長より諮問「公民館の運営や
事業に「市民の声」を活かしていくための方法や工夫
について」が出されました。現在、委員一同、同諮問
に対し、どのような答申を作成するのか、議論を重ね
ています。

　　	●毎月の定例会の議事概要を、毎号の公民館だよりで
委員自身が執筆して紹介するほか（下の記事参照）、
公民館図書室で議事録が閲覧できます。また、どなた
でも定例会を傍聴することができます。お気軽にお越
しください。

公公　　民民　　館館　　のの　　 　　＆＆　　

第第6868回 くにたち市民文化祭回 くにたち市民文化祭
1111月月2626日（日）まで開催中！！日（日）まで開催中！！

このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。このコーナーでは、公民館についての疑問に答えます。
今回は、「公民館運営審議会」についてです。今回は、「公民館運営審議会」についてです。

１０月２１日（土）まで開催した参加グループ紹介展示の様子
展示は文化祭終了まで公民館階段の壁面に掲示しています

開催日 催し物
１１月１０日（金）～
１１月１２日（日） 第５２回国立市書道展

１１月１０日（金） 国立あひるグループ公開レッスン

１１月１１日（土）
シンポジウム　「自己教育・相互教育の場と
しての公民館」―国立市公民館の成果を継承
するために―

１１月１２日（日） フルートアンサンブル『桜音の会』コンサート
１１月１４日（火）～
１１月１９日（日） 第５０回くにたち絵画グループ展

１１月１８日（土）～
１１月１９日（日） （伝統文化の広場）合同いけ花展

１１月１８日（土） かのこ着物がたり―Kanoko の軌跡―

１１月１９日（日） 戦争を止め、平和をつくる力を‼『原爆で全滅し
た広島一中一年生・父母の手記集』最後の一編

１１月２２日（水） グリーンコーラス　公開レッスン
１１月２３日（木・祝）〈伝統文化の広場〉第４３回市民茶会
１１月２４日（金） こぎつねの会　朗読会
１１月２５日（土） くにたち話し方勉強会公開レッスン
１１月２６日（日） 楽しいきもの体験
１１月２６日（日） くにたち国際友好会WINGによる国際理解講座
１１月２６日（日） ガムラン演奏会とワークショップ
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―この「公民館だより」は再生紙を使用しています―

「
朗
読
」
と
い
う
と
表
現
力
豊
か
に

読
み
方
を
学
ぶ
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ

る
が
、
こ
の
会
は
少
し
違
う
。

や
る
こ
と
は
「
自
分
の
読
み
た
い
も

の
を
大
き
く
声
に
出
し
て
読
む
」
だ
け
。

た
だ
し
学
習
す
る
場
で
は
な
い
の
で
、

講
義
は
し
な
い
こ
と
が
条
件
と
い
う
。

メ
ン
バ
ー
は
発
起
人
の
溝
口
幸こ

う

三ぞ
う

さ
ん
と
香か

月つ
き
茂
さ
ん
、
大
澤
茂し

げ
一か

ず
さ
ん
。

仕
事
で
頑
張
っ
て
き
た
人
た
ち
が
退
職

後
に
家
族
以
外
に
話
す
人
が
い
な
く
な

っ
た
り
、
閉
じ
こ
も
り
が
ち
に
な
る
の

を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
声
を
出
す
の

が
一
番
い
い
と
２
年
前
に
発
足
し
た
。

こ
の
日
は
大
澤
さ
ん
が
ブ
ッ
ク
レ
ッ

ト
『
検
証　

ナ
チ
ス
は
「
良
い
こ
と
」

も
し
た
の
か
？
』（
岩
波
書
店
）
の
反

響
を
扱
っ
た
新
聞
記
事
を
読
み
上
げ
た
。

「
ど
の
よ
う
な
問
題
も
最
初
か
ら
否
定

す
る
の
は
議
論
が
止
ま
っ
ち
ゃ
う
よ

ね
」
な
ど
と
感
想
を
言
い
合
う
。

最
近
盛
り
上
が
っ
た
の
は
香
月
さ
ん

が
取
り
上
げ
た
「
配
偶
者
を
ど
う
呼
ぶ

か
」
と
い
う
新
聞
記
事
。
こ
の
時
は
ア

メ
リ
カ
か
ら
の
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
参
加
も
あ
り
、

日
本
と
の
文
化
の
違
い
な
ど
話
が
尽
き

な
か
っ
た
そ
う
だ
。
溝
口
さ
ん
が
紹
介

し
た
の
は
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
で
米
菓
の

「
柿
の
種
」
が
教
材
に
使
わ
れ
た
と
い

う
ネ
ッ
ト
の
記
事
。
い
ず
れ
も
１０
分
ぐ

ら
い
ま
で
で
、
取
り
上
げ
る
題
材
は
童

話
な
ど
も
あ
り
、
本
当
に
自
由
だ
。

会
の
概
要
を
説
明
し
た
紙
を
見
る
と

「
老
読
」
と
「
老
」
の
字
が
。「
深
い

呼
吸
で
ゆ
っ
く
り
読
む
（
唸う

な
っ
た
り
変

な
節
は
つ
け
な
い
）、
口
を
大
き
く
動

か
し
表
情
豊
か
に
（
他
人
の
面
相
は
気

に
し
な
い
）」
な
ど
と
書
か
れ
て
お
り
、

思
わ
ず
笑
っ
て
し
ま
う
。最
後
に
は「
老

境
の
男
た
ち
の
孤
独
や
悩
み
な
ど
を
ふ

つ
ふ
つ
と
毒
出
し
…
…
」
と
あ
る
が
、

「『
老
毒
会
』
と
書
く
と
ち
ょ
っ
と
き

つ
い
の
で
、会
の
名
前
は
ひ
ら
が
な
に
」

と
溝
口
さ
ん
は
笑
う
。

高
齢
の
男
性
限
定
と
い
う
訳
で
は
な

い
が
、
最
近
、
人
と
声
を
出
し
て
会
話

を
し
て
い
な
い
と
思
い
当
た
っ
た
方
、

ぜ
ひ
ご
参
加
を
。

日
　
時　

月
１
回
、
原
則
火
曜

　
　
　
　

朝
１０
時
～
１２
時

場
　
所　

公
民
館

連
絡
先　

溝
口
０９０
（
４０６８
）
３
６
５
２

m
izolingual@

m
sn.com

	

〈
文
・
写
真
　
西
尾
　
万
樹
〉

〈
サ
ー
ク
ル
訪
問
３
８
5
〉

の
ぞ
み
ろ
う
ど
く
会

の
ぞ
み
ろ
う
ど
く
会

く
に
た
ち
囲
碁
ク
ラ
ブ
会
員
募
集

囲
碁
を
愛
好
す
る
会
員
相
互
の
親
睦

及
び
棋
力
向
上
を
目
的
に
活
動
。
会
員

資
格
は
福
祉
会
館
内
の
「
な
ご
み
」
に

登
録
し
た
市
内
在
住
の
６０
歳
以
上
の
方
。

年
会
費
２
千
４００
円
。

日
時　

火
祝
日
を
除
く
毎
日
昼
１
時
～
。

場
所　

福
祉
会
館　

２
階
娯
楽
室

連
絡
先　

増
川
０９０
（
６１０４
）
３
４
５
０

和
弓
を
ひ
い
て
み
ま
せ
ん
か
！

和
弓
は
姿
勢
を
良
く
し
、
集
中
力
を

養
い
誰
に
で
も
で
き
る
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

初
め
て
の
方
で
も
最
初
は
会
の
用
具
を

使
え
ま
す
。
会
費
一
回
５００
円
詳
細
は
夜

六
時
以
降
電
話
を
。
く
に
た
ち
弓
友
会

日
時　

週
一
回
㈰
又
は
㈯
の
午
前
中

場
所　

昭
島
市
弓
道
場
（
東
中
神
駅
）

連
絡
先　

長
谷
川
（
５７６
）
１
４
８
９

フ
ッ
ト
サ
ル
チ
ー
ム
「
ソ
ラ
ー
ナ
」

市
内
で
活
動
中
の
男
女
エ
ン
ジ
ョ
イ

サ
ー
ク
ル
で
す
。
１０
～
６０
代
ま
で
幅
広

い
年
代
で
毎
週
汗
を
流
し
て
い
ま
す
。

熟
練
指
導
者
に
よ
る
サ
ポ
ー
ト
有
り
。

気
軽
に
体
験
で
も
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日
時　

毎
週
日
曜
日　

昼
３
時
～
６
時

場
所　

市
内
小
学
校
体
育
館

連
絡
先　

磯
０８０
（
３２５８
）
６
７
１
１

文
化
祭
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム「
自
己
教
育
・

相
互
教
育
の
場
と
し
て
の
公
民
館
」

国
立
市
公
民
館
の
歩
み
を
こ
れ
か
ら

に
生
か
す
た
め
に
。
報
告
・
長
澤
成
次
、

荒
井
敏
行
、
中
島
三
恵
子
、
家
坂
平
人

企
画　

公
民
館
を
ま
も
る
会

日
時　

１１
月
１１
日
㈯　

昼
１
時
半
～

場
所　

公
民
館　

地
下
ホ
ー
ル

連
絡
先　

田
島
（
５７６
）
４
０
１
５

第
四
十
二
回
　
北
文
化
祭
の
ご
案
内

作
品
展
：
絵
画
、
写
真
、
書
道
、
彫

刻
、
陶
芸
、
手
工
芸
品
な
ど　

模
擬
店

・
古
本
市
・
花
市
：
美
味
し
い
も
の
や

掘
り
出
し
物
が
い
っ
ぱ
い
。
※
食
品
の

販
売
は
１８
日
㈯
に
限
り
ま
す
。

日
時　

１１
月
１７
日
㈮
～
１９
日
㈰

場
所　

北
福
祉
会
館

連
絡
先　

緑
川
０８０
（
６６７９
）
３
９
４
８

「
す
て
っ
き
」
地
域
の
つ
ど
い

健
康
体
操
ワ
ー
カ
ー
ズ
〝
Ｋ
Ｅ
Ｎ
Ｔ

Ａ
〟
の
指
導
で
日
頃
の
生
活
に
役
立
つ

体
操
を
行
い
ま
す
。
そ
の
後
、
皆
で
大

き
な
声
を
出
し
て
歌
い
ま
し
ょ
う
。
ど

な
た
も
気
軽
に
来
て
く
だ
さ
い
。
無
料
。

日
時　

１１
月
２６
日
㈰　

朝
１０
時
～
１２
時

場
所　
矢
川
プ
ラ
ス
多
目
的
ル
ー
ム（
大
）

連
絡
先　
Ｎ
Ｐ
Ｏ
す
て
っ
き（
５７６
）３
２
０
６

楽
し
く
歌
お
う
「
ひ
ま
わ
り
の
会
」

指
導
の
先
生
は
ピ
ア
ニ
ス
ト
で
、
表

現
豊
か
な
演
奏
で
参
加
者
を
曲
の
世
界

へ
引
き
込
み
、
ま
た
歌
の
楽
し
さ
を
感

じ
さ
せ
て
く
れ
ま
す
。
童
謡
、
唱
歌
、

日
本
や
世
界
の
名
曲
を
歌
い
ま
す
。

日
時　

第
２
、
４
水
曜　

朝
１０
時
～

場
所　

北
市
民
プ
ラ
ザ
多
目
的
ホ
ー
ル

連
絡
先　

新に
い

里さ
と

（
５７７
）
１
０
６
２

ひ
ろ
ば

「サークル訪問」は、公民館だより編集研究委
員会の委員が市内で活動するサークルに伺って取
材し、公民館だよりへ記事を掲載するコーナーで
す。活動内容の紹介や、メンバー募集を希望する
サークルのみなさまは、ぜひご連絡ください。
〈お問合せ先〉公民館　☎（５７２）５１４１

「サークル訪問」に載せてほしい
サークル募集！

躍
動
（
く
に
た
ち
天
下
市
）

撮
影
　
和
賀　

一

（
フ
ォ
ト
サ
ー
ク
ル
く
に
た
ち
）

おやじギャグも飛び交う楽しい時間をご一緒に！
右から溝口さん、香月さん、大澤さん


